
熊本の統計情報  令和元年８月６日 

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページです。 

毎月１回のペースで色々な統計に関する話題・データを紹介します。 

～熊本県の外国人人口について～ 

 ◎外国人人口 

 はじめに、県内の外国人人口の推移を見てみま

しょう。 

 総務省のデータによると、県内に居住する外国

人数は平成25年の8,782人から平成30年は

13,411人と増加しています（図1,表1）。 

 平成30年と平成25年を比較すると52.7%増加し

ています。 

 それでは、外国人人口が増加傾向にあるのはな

ぜでしょう。 

 総務省が公表した平成25年から平成30年の住民基本台帳の「外国人人口」の推移をみると、

本県の外国人人口は毎年増加しており、今後の人口動向が注目されるところです。 

 そこで、今回は、県内の外国人人口と外国人労働者について見てみましょう。 

 ◎外国人労働者 

 平成30年10月末現在の

外国人労働者は10,155人

と平成25年の3,798人から

約2.7倍の増加となってい

ます。 

 外国人労働者のうち、特

に増加率が著しいのは「技

能実習」で平成25年の

2,234人から平成30年には

6,295人（増加数4,061人,

増加率約1.8倍）と、大き

く増加しました（図2）。 
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 ◎外国人人口と外国人労働者数の推移 

 表1と表2で平成25年を基準としたとき、どちらも

増加していることがわかります。特に、外国人労働者

は著しく増加しており、外国人人口の増加の要因と考

えられます。 

 では次に、外国人労働者について見てみましょう。 
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総務省 「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」より作成 

（人） 

H25.3.31 H26.1.1 H27.1.1 H28.1.1 H29.1.1 H30.1.1
人口（人） 8,782 9,410 9,896 10,606 11,498 13,411
平成25年を基準（100）とする 100.0 107.2 112.7 120.8 130.9 152.7
総務省　「住民基本台帳に基づく、人口、人口動態及び世帯数」より作成

表１　外国人人口推移

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年
外国人労働者数（人） 3,798 4,416 5,159 6,422 7,743 10,155
平成25年を基準（100）とする 100.0 116.3 135.8 169.1 203.9 267.4
熊本労働局　「平成30年「外国人雇用状況」の届出状況集計結果（平成30年10月末現在）」より作成

表2　外国人労働者推移



熊本県の統計情報は 

問合せ先：熊本県企画振興部交通政策・情報局統計調査課 総務資料班 〒862-8570 熊本市中央区水前寺6-18-1 

電話：096-333-2174 ／ Ｆａｘ：096-384-7544 ／ メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp 

「http://www.pref.kumamoto.jp/hpkiji/pub/List.aspx?c_id=3&class_set_id=1&class_id=1297 」をご覧ください。 

 ◎産業分野ごとの外国人労働者 

 では、外国人労働者はどのような

産業分野で働いているのでしょうか。

産業別の外国人労働者数を見てみる

と、1位が「農業、林業」で2,966人、

2位が「製造業」で2,878人となり、

この2分野で57.5%となり半数に達し

ています（図3）。さらに「卸売業・

小売業」、「建設業」と続きます。

身近な商店などで働いている外国人

の方を見かけることも増えているか

と思います。 

 以上のように、本県では平成25年から平成30年を見ると外国人人口が大きく増加し、その

多くは労働者の増加であること、労働者としては技能実習が多いことがわかりました。 

 今年の4月から「特定技能」の在留資格が新設され、今後はこれまでと違う分野で 

も外国人と接する機会が増えることになると考えられます。 

 ◎在留資格ごとの外国人労働者 

 この外国人労働者の方々はどのよう

な在留資格で働いているのでしょうか。

在留資格別に外国人労働者数をみると、

1位が「技能実習」で6,295人となり、

全体の62.0%を占めています（図4）。

続いて「身分に基づく在留資格」、

「専門的・技術的分野」と続いていま

す。 

 ◎在留資格 

 在留資格とは、外国人が日本に入国、在留するための資格です。資格ごとに在留できる期間、

行うことのできる活動が決められています。 

 今回紹介した在留資格の具体例は以下のとおりとなります。 

「技能実習」…「技能実習生（農林業、製造業）」 

「身分に基づく在留資格」…「定住者」、「永住者」、「日本人の配偶者等」など 

「専門的・技術的分野の在留資格」…「教授」、「経営・管理」、「医療」など 

「資格外活動」…「留学生のアルバイト等」など 

「特別活動」…「外交官等に雇用される家事使用人」、「インターンシップ」など 


